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第３２回「駅前議会」 １１月１５日 

９月議会の報告＆質問タイムのあと、テー

ブルでフリートークを行い有意義な意見交

換ができました。 

ご参加ありがとうございました。 

北野さと子の市政レポート 

ユニット F 宝塚 

１１月８日キャピリンピック 

（宝塚市障がい者運動会） 

in スポーツセンター 

新しい年が始まりました。２００３年に市議会に送り

出していただいてから、３期１２年。 
そのまとめの３ヶ月として、「のびのび教育・ぬくも

り福祉・心豊かな宝塚」の目標に向かって、しっかり

頑張ります。 
どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

＜１０月＞ 

４日 良元幼・高司小運動会 

１０日 議員研修会 議会改革検討委員会 

１１日 良元小運動会 

１１日 小林だんじり曳行 (～１２日) 

１２日 ランニングフェスティバル 

    音楽回廊 

１７日 都市計画審議会 

１９日 心の教育講演会 

２０日 決算特別委員会 (～27 日) 

３１日 宝塚市戦没者追悼式 

＜１１月＞ 

１日 1 万人のラインダンス  

２日 宝塚市武道連盟 演武祭 

   たからづか民族まつり 

３日 花屋敷グランドオープン記念式典 

７日 ＳＳＷ研修会(関西学院大学) 

８日 ひょうご教育フェスティバル 

９日 議会報告会 

１２日 12 月定例市議会 (～19 日) 

１３日 連合兵庫北阪神地域協議会総会 

１４日 男女共同参画宣言都市サミット in 宝塚 

１6 日 手塚治虫記念館開館 20 周年記念 

トークショー 

    補助犬シンポジウム 

１７日 ひょうごヒューマンライツ議員の会 

２１日 阪神政策研究会 

２３日 宝塚市体育協会６０周年記念式典 

みんなの先生 

（高司小） 

１０月１４日  

「私の仕事＆生き方」を

聴いてもらいました。 

★質問タイム『学校の先

生と議員とどっちが楽

しいですか？』 

★答え『もちろん学校の先生です。でも、私には果たすべ

き使命があるので、この仕事をしっかりがんばります！』



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宝塚市教育委員会のあり方について 

「改正地方教育行政法」が 2015 年 4 月に施行

される。改正内容は、首長が招集する「総合

教育会議」と、首長が直接教育長を任命する

ものであり教育長を通じて首長の教育への関

与を大幅に強めるものである。教育の政治的

中立性、継続性・安定性の確保が損なわれる

ことが強く懸念される。施行後の宝塚市の教

育委員会制度のあり方については。 

施行後、宝塚市の教育委員会

制度における、市長と教育委

員会の関係については。 

〈中川市長〉 

教育委員会制度を設けた趣旨に鑑み、教科書採択、個別の教職員人事等、特に

政治的中立性の要請が高い事項については、総合教育会議の議題とするべきで

はないことなどが留意事項として示されている。 

新教育長は、市長が議会の同意をもって

任命するのだが、教育委員会は執行機関

であることから、新教育長は市長の部下

ではないという認識でよいか。 

〈井上教育長〉 

政治的中立性の確保や継続性、安定性の確保、広く地域住民の

意向をふまえて行うことが本市教育行政の根幹。改正後も、こ

の根幹がぶれないように、市長と協議調整をしていく。 

施行後、教育委員会

の仕組みはどうなる

のか。 

〈井上教育長〉 

教育委員会が合議制による執行機関であることに変わりはなく、今後とも教育長は教

育委員会の意思決定による事務執行を行うことになる。法改正後も、本市の教育を委

員会の多数決で意思決定を行う仕組みは従来どおりである。積極的に市民の意見を取

り入れながら、活発な議論を行い決定し、教育行政事務を推進していく。  

本人通知制度について 

〈中川市長〉 

市長が職務命令の権限を行使するものではない。私としては、本

市の宝である子どもたちのため、本市教育振興基本計画に揚げる

理念、施策などについて、教育長と思いを共有しながら、教育条

件の整備など重点的に講ずべき施策、緊急の場合に講ずべき措置

について協議、調整ができ信頼関係のもと活発な情報意見交換が

図られるよう連携強化を進めていく。 

〈中川市長〉 

現在、教育委員と情報共有し意見を述べる場として、「総

合教育会議」の設置に向け調整を図っている。「宝塚市

教育振興基本計画」に揚げられている理念等と合致した

「大綱」となるよう、教育の政治的中立性を確保しなが

ら策定していきたい。 

戸籍謄本などの請求は、本人、配偶者、親らに限られるが、例外と

して 行政書士など八業士は請求が認められており、これを悪用し

た不正請求事件が続発している。 

① 本市における不正請求の状況について 

② 兵庫県からの情報提供や、他市の取り組みついて 

③ 重大な人権侵害と捉え、これを防止するために第三者に取得

されたことを本人に知らせる本人通知制度の早期導入を。 

〈中川市長〉 

① ２０１１年調査で、4 件の司法書士

による不正取得が発覚。 

② 兵庫県から「本人通知制度の手引」

が提供。県内 28 市町が導入。 

③ 住民基本台帳システムの再構築と戸

籍システムの改修の後、来年 7 月に

運用を開始したい。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

格差をなくす教育環境整備について 

〈井上教育長〉 

①学校規模適正化への手法を検討中だが、調整には時間を要し、早期のプ

レハブ校舎解消は困難な状況。できる限り施設の修繕や改善に取り組み、

子どもたちが快適に学校生活を送れるように努めていく。 

②長尾中は、体育館建て替えに合わせて整備。その他 5 校は、耐震化工事

以降に進める。 

③近隣の大学 21 校へ募集依頼している。今後は直接大学に赴き募集活動

に努める。質の向上を図るためリーダー研修会を実施する。通年の介助員

は常時登録募集を行っている。プール介助員は宝塚応援団とも連携。 

2008 年、国は、国連の自由権規約人権委員会

から、「同性どうしのパートナーが公営住宅を

賃借することを妨げる差別があることを懸念

する。」と勧告を受け公営住宅法が改正され、

同居親族要件が廃止された。宝塚市の状況と

見解は。 

〈中川市長〉 

公営住宅法の同居親族要件は廃止されたが、宝塚市営住宅管

理条例は従来通りで、同性パートナー同士の入居はできな

い。同性パートナーや親族以外の単身者同士が入居可能なハ

ウスシェアリング、高齢者等における協同生活、住宅困窮者

に対する入居条件の緩和等、今後、世論や国、先進地の動向

を注視していく。併せて、住宅マスタープランの策定におい

て調査研究に努める。 

国は、2012 年「入居制限はなくなっている」と報告。さらに 2014 年国

連は、自治体に対し「同性カップルの入居を妨げている制限、つまり、

自治体の条例も取り除くべき。」と勧告した。それなのに、宝塚市はな

ぜ、従来どおりの内容が適切と判断したのか。 

〈井上都市整備部長〉 

当時の社会情勢から法律の内容

をそのまま継承することが住宅

行政においても混乱を生じさせ

ないと判断した。 

★北野意見★  ③大学との連携強化やグループ単位での募集、さらに他市との報酬の差をなくすことで人材確保を。 

市営住宅について 

〈中西市民交流部長〉 

①世帯主と同居人として可能である。 

②負担は軽くなる。 

〈山下副市長〉 

③制度や考え方は、社会情勢によって見直していくべきである。

職員の意識も直し、理解を深める取り組みに挑戦したい。 

〈中川市長〉 

ヨーロッパでは同性婚が認められる状況だが、日本ではまだで、

きわめて残念。非常におそいと感じている。市営住宅入居の問題

は、自治体でできることであると思う。人権も含め、多様な生き

方を認めていくそのひとつの突破口になればいいなと思う。どの

ようにすすめるか、今後しっかり検討していきたい。 

①過大規模校における長期間

のプレハブ校舎使用の一日も

早い解消を。 

②「武道」が中学校で必修とな

ったが、武道場は 12 校中 6校。

安全な授業のため全校に武道

場整備を。 

③自然学校指導員や介助員な

どの人材確保について。 

＜＜二次質問＞＞ 

①同性パートナー同士が居住と生計をと

もにしている場合、同一世帯の住民票作成

は可能か。 

②単一世帯と比べ国民健康保険料の差は。 

③今後、同性パートナー同士の同一世帯で

の住民票作成が増えることも予想される。

偏見や差別なくスムーズに作成対応でき

るのか。理解し温かい対応を求めたい。市

役所全体で研修を実施してほしい。 



１１月２１日 産業建設常任委員会 

請願 41 号：小浜工房館における和太鼓使用に対する

防音工事についての請願 

請願 42 号：現実的に有効な避難計画が策定されるま

で、高浜原発再稼働の延期を求める請願 

41 号は採択、42 号は趣旨採択されました。 

10 月 11 日 地元小林のだんじり曳行 

さあ出発！！法被を着るとテンションアップ♪  

 

 

 

 

1１月８日 ひょうご教育フェスティバル 

西脇市で「いきる つながる みちひらく～自立

と連帯・共生の学びと教育～」をテーマに開催。

男女共生教育分科会には、共同研究者として参加

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２１日 阪神政策研究会 in 宝塚 

宝塚市の「子どもの権利サポート委員会」について

と、ＳＳＷの配置実践報告をおこないました。西宮

市議会議長の岩下さんからは、「アサヒビール西宮工

場跡地利活用について」のその後の経過や、アサヒ

ビール跡地問題特別委員会の報告を聴きました。兵

庫県議の掛水さんからは、２０１５年度当初予算編

成に対する申し入れについて説明がありました。そ

の後、１０月の川西市議会議員選挙で見事２位当選

の津田さんのお祝いの乾杯♪ 

同じ志をもつ仲間との有意義で楽しい勉強会である

「阪神政策研究会」。これからも力を合わせて頑張っ

ていきたいです。 

 

～風のココロ～ 
年末の衆議院選挙は、6 区辻泰弘さん落選。大変厳

しい結果となりました。 

ただ、今回の選挙で多くの人々が、ボランティアで

関わってくださり、心をひとつにして活動できたこ

とは、大きな成果だったと思います。 

この経験を忘れずこれからも一生懸命がんばって

いきます。 

◇発行人◇ 北野さと子 
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〒665-0034 宝塚市小林２丁目 12-27-209 
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